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ンツー リズム導入までの経緯を明らかにし、今後の展望と課題を指摘する。   
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図1 粟島の位置と地形  
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図2 粟島の人口及び世帯数の推移（資料：国勢調査報告）  
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写真2 普通船「フェリーあわしま」  写真3 高速船「あすか」   











8〉 次に述べる釜谷集落との比較を容易にするため、図4、図5の縮尺は同じにしてある。また、紙面の都合上、  
内浦集落北端にある定期連絡船発着場および村役場は園4に示した範園内には措かれていない。  
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図4 内浦集落の土地利用  
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写真4 内浦集落の生活道路  写真5 釜谷集落の生活道路   



















































15－19蔵  20－29歳  30－39蔵  40－49蔵  50－59最  60歳以上   計   
農業   0（0．0）  2（0．5）  2（0．5）  10（2．3）  11（2．8）  28（6．0）  51（11．9）   
漁業   0（0．0）  10（2．3）  18（4．2）  30（7．0）  38（8．8）  54（12．8）  150（34．9）   
建設業   0（0．0）  15（3．5）  22（5．1）  44（10．2）  28（6－0）  う（1．2）  112（26．0）   
卸売・小売業＊  D（0．0）  0（0，0）  3（0．7）  6（1．4）  3（0．7）  1（0．2）  13（ 3．0）   
サービス業  2（0．5）  21（4．9）  14（3．3）  14（3．3）  8（1．9）  1（0．2）  80（14．0）   
公務   0（0．0）  4（0．9）  5（1．2）  1（0．2）  5（1．2）  1（0．2）  16（8．7）   
その他   1（0．2）  11（2，6）  ヰく 0．9）  8（1．4）  6（1．4）  0（0．0）  28（ 6．5）  
3（0．7）  63〔14．7）  68（15．8）  111（25．8）  97（22．6】  88（20．5）  430（100．0）   
＊飲食店を青む   
（資料：国勢調査報告）  
表3 2000年における産業別年齢階層比  
15－19蔵  20－29義  30－39蔵  40－49蔵  50－59蔵  60義以上   
農業   
計  
0（0．0）  0（0．0）  1（0．3）  1（0．3）  2（0．5）  34（9．3）  38（10．4）   
漁業   0（0．0）  0（0．0）  2（0．5）  4（1．1）  14（3．8）  48（13．2）  68（18．6）   
建設業   0（0．0）  4（1．1）  4（1．1）  16（4．4）  14（3．8）  9（2．5）  47（12．9）   
卸売・小売業＊  0（0．0）  1（0．3）  1（0．3）  4（1．1）  5（1．4）  14（3．8）  25（ 6．8）   
サービス菓  0（0．0）  10（2．7）  17（4．7）  28（7．1）  23（6．3）  51（14，0）  127（34．8）  
公務   0（0．0）  0（0．0）  3（0．8）  7（1．9）  4（1．1）  1（0．3）  15（ 4．1）   
その他   0（0．0）  6（1．8）  8（2．2）  15（4．1）  7（1．9）  9（2．5）  45（12．3）  
0（0．0）  21（5．8）  36（9．9）  73（20．0）  朗（18．9）  166（45．5】  365（100．0）   
＊飲食店を含む   
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業主体の産業構造から第3次産業主体の産業構造へ転換していくための人的な原動力となった。  












な姿勢を生み出していくことに繋がっていった。   
なお、この時期における観光業の隆盛を端的にしめす事例として、観光遊覧船「シーバード」  
の就航（1983年）を挙げることができる 。同遊覧船は、内浦港を出発して、釜谷港を経由し、  
約70分かけて島を一周する。アップダウンが激しい島内の道路を使わずに島の外観を観察で  
きる遊覧船は観光の大きな目玉になった（写真6）。  
写真6 観光遊覧船「シーバード■  






















Ⅴ グリーンツー リズムの導入   
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写真7 歌碑  写真8 キャンプ場内のバンガロー  
写真9 村営温泉  写真10わっば煮   
このような島の観光やPRに対する行政の姿勢は、島民の観光業に対する積極的な行動にも  
現れている。体験型観光に関しても、既に、内浦集落の宿泊施設28軒中5軒、釜谷集落の宿泊  
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施設柑軒中8軒で導入されている¢ また、役場が用意したものが大半であるが、多くの営業主  
が高齢であるにも関わらず、内浦集落の19軒、釜谷集落の8軒がインターネット上にそれぞれ  





















作るという流れは、まさに県の観光政策の実践である。   










9：30－10：25 岩船港⇒粟島港（高速船）  
10：30－12：20 島崎展望台往復（徒歩）  
12：20－13：80 昼 食  
「わっば煮」体験  
13：30－17：00 内浦集落内散策（徒歩）  
歌碑めぐり  
神社、粟島浦村資料館見学  




9：00－ 9：25 内浦⇒釜谷（観光連覧船）  
9：30－11：00 八幡鼻展望台往復（徒歩）  
11：15－11：50 釜谷⇒内浦（観光遊覧船）  
12：00－13：00 昼 食  
13：00－15：00 意見交換会  




9：30－10：25 岩船港⇒粟島港（高速船）  
10：50－14：00 内浦⇒釜谷（貸自転車）  
北回遣使用、途中で昼食  




8：00－10：00 粟島灯台往復（徒歩）  
10：10－11：30 釜谷⇒内浦（貸自転車）  
南回道使用  
11：30－13：00 昼 食  
資料館見学  
13：00－15：00 意見交換会  
15：30－16：58 粟島港⇒岩船港（普通船）  
図8 島内まるごとネイチャートレッキングコース  
（村上地域振興局提供資料により筆者作成）  
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のと考えられる。   

















が、第1の課題となろう。   
また、観光振興懇談会に参加している宿泊業者は2007年の時点で9軒であり、島内の全て  
の民宿経営者が参加しているわけではない。村山地域振興局は、県は観光開発を地域全体で許  



























あるが、粟島の衰退速度は予想以上に急速であることを認識する必要がある。   
現在、粟島に導入されようとしているグリーンツーリズムには、上述した2つの課題を指摘  











現在求められているものは、グリーンツー リズムのコンテクストから外れた即応性のある投資  
行為である。  




拠点の一つに位置づけ、同島に「グリーンツー リズム」の導入を提案した。新潟県は、県内に  
点在する観光拠点をパッケージ化によることによって、観光産業の総合的な再編を計画してお  
り、粟島のグリーンツー リズムも県土の経済活性化政策に組み込まれる形となっている。   
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①グリーンツーリズムの本質に対する見解の相違  












意しているからにほかならない。   
本研究は、平成19年度山形大学人文学部独創的・萌芽的研究「新潟県粟島における島内コミュ  
ニティの変容と土地利用の変化」（研究代表者：山田治久）における研究成果の一部である。  







In this paper，the feature ofthe green tourism beingint，rOducedinto Awashima  
islandinNigataPrefectureis clarified，andtheproblemofthetourismpolicy andthe  
directionalityinthefuturearepointedout．   
Theindustrialstructure on Awashimahad been reorganized onthe basis ofthe  
tourism since1960s．However，eCOnOmicalvitalityin theisland declines from aglng  
andreductionofpopulationinrecentyears．ThereglOnalpromotionbureauinNiigata  
Prefecture thinks Awashima tobe one ofthebases ofsightseeing，and proposedthe  




Itispredictedthatthe gapbetweentheindividualmanagement oflodging andthe  
tourismpolicyoftheprefecture causes mentalproblemsinlives ofinhabitantsinthe  
future．Butthefallofeconomicalvitalityis more serious．Firstofall，thoughitcomes  
Offffomthecontextofgreentourism，itisnecessarytoraiseeconomicalenergiesbythe  
investmentactwithconformity．  
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